
港湾整備事業  
平成１７年度  新規事業採択時評価

事業名(箇所名) 国際海上コンテナターミナル整備事業（博

多港IC地区）
担当課 港湾局計画課 事業

主体
九州地方整備局

担当課長名 林田　博

実施箇所 福岡県福岡市

主な事業の諸元

岸壁(-15m)(耐震)
泊地(-15m)
航路(-15m) 等

事業期間 事業採択 平成１８年度 完了 平成２２年度 　

総事業費(億円) 339（うち　港湾整備事業費220億円）

目的・必要性

　博多港は、我が国の国際海上コンテナ貨物を取り扱う主要港のひとつであり、我が国の社会経済活動を支えている。

　この博多港において、コンテナ船の大型化およびコンテナ貨物需要の増大に対応した大水深・高規格のコンテナターミナ

ルを整備し、物流効率化を図り、国際競争力の向上を目指す。

　併せて耐震強化を図ることで、大規模地震時における物流機能を維持し経済活動を継続的に行えるようにする。

便益の主な根拠
輸送コスト削減

(予測取扱貨物量：23万TEU)

事業全体の

投資効率性

基準年度 平成１７年度  
B:総便益
(億円) 1,061 C:総費用(億円) 322 B/C 3.3 B-C 739 EIRR

(%) 14.7

感度分析 備考

需　　要（-10％〜+10％）→ B/C（3.0〜3.7）
建 設 費（+10％〜-10％）→ B/C（3.2〜3.6)
建設期間（+10％〜-10％）→ B/C（3.0〜3.6）

事業の効果等

　当該事業を実施することで、大型船の寄港が可能となり、物流機能の高度化、効率化が図られる。更に、地震時にお

いて周辺岸壁が破損した場合に幹線貨物の輸送機能を確保することで経済活動を継続的に行うことが可能となるとと

もに、災害時の施設破損を回避することが可能となる。

その他
（その他の指標による評価）

　港湾貨物の輸送の効率化により、CO2及びNOX等の排出量が軽減される。



博多港ＩＣ地区国際海上コンテナターミナル整備事業


